
現在、厚生労働省「ひきこもり支援推進事業」等、ひきこもり施策が推進さ

れており、支援に携わる支援者の質の向上も必須になってきています。今年

度施行の改正社会福祉法でも行政機関をはじめとした多機関・多職種の連携

が求められており、支援者が本人・家族の求める関わり方を理解し、支援力の

向上、支援体制を充実させることが急務となっています。

このような現状を踏まえて、ＫＨＪでは今年度「ひきこもり支援の人材育

成に関する事業」を実施して、ひきこもり支援に求められる資質と援助技術

について検討しています。本分科会では、研修体系や研修内容、支援者に何が

望まれるのかＫＨＪ事業の検討内容に基づき、支援体制の充実に反映する仕

組みづくりを提言して参ります。

【コーディネーター】

境 泉洋
（宮崎大学教育学部 教授）

【パネラー】

加藤 隆弘
（九州大学医学研究院 准教授）

斎藤 まさ子
（長岡崇徳大学 看護学部 教授）

丸山 康彦
（ヒューマン・スタジオ代表）
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居場所 カンガルーのちえぶくろ ぽっけ
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2013年からKHJではひきこもりピアサポーター養成を行い、さまざまな

共通項や対等な感覚を見い出せる関係性を、広い意味での「ピア（仲間）」とし

て、全国で互いの支え合い活動を行っています。特にここ数年では「インク

ルーシブ」の概念を大切に、親同士、本人同士、親と本人、家族会で協働するみ

なさんと、立場を分かたず、互いに支え合っていく関係、本人や家族の持ち味

が大切にされる場を大切にしています。また、昨今では自治体や多機関とピ

アサポーターとの連携も重要なテーマになっています。

本分科会では、ピアサポーターの活用について以下の２つのテーマに分か

れて参加型のシンポジウムを行います。ひきこもりピアサポ―トと、これか

らの支援のあり方についてみなさんと考えていく時間になればと思います。

①官民連携とピアサポート
～互いの強味を活かした連携とは～

【パネラー】

― 北海道 ―
田中 敦

（レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク代表）

大橋 伸和
（ひきこもり経験者・ピアサポーター）

― 高　知 ―
山﨑 正雄

（高知県精神保健福祉センター所長）

坂本 勲
（高知やいろ鳥の会代表）

②ピアサポートのあり方
～そもそもピアってなんだろう？～

【コーディネーター】

下田亮太（つきゆび）
(高知やいろ鳥の会）

【ピアサポーター】

加藤和江
（楽の会リーラ 家族）

登坂真代
（横浜ばらの会 経験者）

日花睦子
（大阪虹の会 家族）

馬場貴裕
（津山きびの会）

第二分科会

ピアサポーターを活用した支援のあり方

【コメンテーター】

山本 洋見
（浜松てくてく理事長）

【コーディネーター】

上田 理香
（KHJ本部事務局長）

KHJ
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•
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• K

•
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•

•
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ピアサポーターを活用した居場所
【名称】「よりどころ」

【受託団体】NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク
【実施会場】道立道民活動センター「かでる2.7」
【電話】090-3890-7048
【 Eメール 】info@letter-post.com 【URL】https://letter-post.com/
【事業内容】当事者会・親の会

【開所日】毎週月曜日午後1時30分～3時30分
休日開催午後1時30分～3時30分 午前枠と夜間枠試行

zoomオンライン各1回含め毎月4回実施
【委託費】 2021年度約280万円 ピアスタッフ8名+ピアスーパーバイザー1名

当事者がつくる自由な
居場所づくり
参加者同士でおしゃべりやゲームを楽しんだり、一人で本を読んだりス
タッフに相談をするなどそれぞれの思いの時間を過ごせる空間づくりを
意識。とにかく誰でも気軽に参加できるような雰囲気を大事にしている

行政の者ではどうしても当事者から警戒心を抱かれたり、距離ができて
しまいがちですが、ピアスタッフであれば似たような経験をもつため、悩
みや思いを共有できる。参加者のプレッシャーにならないようプログラム
は設けないというのも当事者団体ならではの発想（札幌市）

「厚生労働2019.12号」

当事者-専門職-行政との協働
三団体機関との連携

専門職
機関

行政機関

当事者
団体

それぞれの主要な役割

行政

財源・広報支援

ピアスタッフ

対等に支え合う

専門職

個別相談支援

パートナーシップ

「よりどころ」にある3つの機能的側面
居場所として
の機能

学び合う機能
相談できる
機能

1.安心して集まり同様な仲間との情報交換等の交流が
可能な自由度の高い場づくり

2.語りやすい構造化されない相談場面づくり

3.自分を取り戻し元気になるための相互学び合い場面
づくり

構造化されない場面
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ピアサポートとピアスタッフとの関連

自然発生的

意図的

雇用役割的

• 非公式に茶話会や話し合いをする
• 電話やSNSで悩みを打ち明ける

• 会を立ち上げグループ活動をする
• ひきこもり体験者がつながる活動

• 専門職と協働し実践活動をする
• 報酬を得て役割分担をもち活動す
る

NPO

1
Peer-supervisor

4

1

図-.「よりどころ」のスタッフ体制

経験者
ピアスタッフ

当事者

家族
ピアスタッフ

家族

ピアな関係

ピアな関係

協働関係

斜めの関係性

コンフリクト
共依存専門職

図-.経験者並びに家族ピアスタッフと専門職との関係

9

•専門職配置増員
•居場所開設回数増

第1期
2019～2022

•サポーター養成研修
•居場所内容の拡充

第2期
2023～2026

•常設型居場所整備
•試行モデル事業検討

第3期
2027～2030
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•ひきこもり地
域支援セン
ター

相談機能

•常設化
集団支援拠
点よりどころ

相談機能
•ひきこもり専
門担当部署
サテライト

相談機能

常設型居場所
札幌ひきこもりピアサポートセンター

企画総務係

企画立案

会計事務

総合相談係 各区連携

事業運営係 サポーター

心身の負担にならない支援ツール
ピアアウトリーチ

電子相談

手紙

電話相談訪問相談

・返信（見返り）を求めない
・完璧な方法を用いない（時間のあるとき）
・絵葉書を活用していく（非言語・短信）
・イラスト写真はオリジナリティに
・切手にも工夫を
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会報「ひきこもり」通信通算128号
https://letter-post.com/

札幌圏サテライト事業の変遷

小樽（2017年10月）

～2019保健所12回
社会福祉センター

2020～たるさぽ5回
レピオ

2020年～サテライトSANGO
の会inおたる
広報「おたる」毎月掲載

北広島（2018年）
→にじいろカフェ独自事業（2019年）

苫小牧（2018年）

～2020年保健所
市立図書館研修室（2019年）
2021年～市社協共催団体

全体会（話題提供）

2019年～当事者会と親の会を別
室

2020年～「とまとま」2回

江別（2019年） 十勝帯広（2021年）試行

中間振り返り会議実施

事前・事後併せて計3回
2020年～「シエスタ」4回
夜間開催 2019年
手づくりパーテーション作成

集合支援が困難な当事者対
応

家族ピアスタッフの体験談
発表

国・行政

企業・労働団体

当事者団体

ピアスタッフ

中間労働
財源投入

中間労働
納税者へ

本人を支える世帯の年間所得収入と
ひきこもりの期間

28.8

33.0

11.7

5.0

1.4

6.4

13.7

①200万円以下(n=126)

②300万円台(n=144)

③400万円台(n=51)

④500万円台(n=22)

⑤600万円台(n=6)

⑥700万円以上(n=28)

不明(n=60)

図-.「よりどころ」【親の会】世帯年間総所得 N = 437

20.8

8.3

7.6

17.4

4.5

36.5

4.9

①1 3 (n=60)

②3 5 (n=24)

③5 7 (n=22)

④7 9 (n=50)

⑤9 11 (n=13)

⑥11年以上(n=105)

不明(n=14)

図-.「よりどころ」【当事者会】参加者のひきこもりの期間 N = 288
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「よりどころ」以外の支援利用状況

19.8

27.8

21.2

19.1

3.1

16.3

12.2

①医療機関(n=57)

②ひきこもり地域支援センター(n=80)

③当事者会・自助会(n=61)

④就労支援施設(n=55)

⑤その他（ ）(n=9)

⑥他は利用していない(n=47)

不明(n=35)

図-「よりどころ」【当事者会】以外の他団体機関利用利用状況 N = 288

13.7

18.3

20.1

0.7

5.3

40.3

9.4

①医療機関(n=60)

②ひきこもり地域支援センター(n=80)

③別の親の会・家族会(n=88)

④就労支援施設(n=3)

⑤その他（ ）(n=23)

⑥他は利用していない(n=176)

不明(n=41)

図-.「よりどころ」【親の会】以外の他団体機関利用状況 N = 437

ご清聴ありがとうございました

15 KHJ
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15 KHJ

157



• 37

•

13

•

158



• 37

•

13

•

159



•

2

•

•

•

•

160



•

2

•

•

•

•

161



•

13

2

…

14

162



•

13

2

…

14

163



2

…

15

16

…

17

18

164



2

…

15

16

…

17

18

165



19

20

…
…

21

22
166



19

20

…
…

21

22
167



23

24

25

26
168



23

24

25

26
169



- 1 -

2021 年度 KHJ 全国大会（オンライン大会）2 日目

第２分科会 官民連携とピアサポート     

高知やいろ鳥の会 坂本勲

1. 高知での官民連携

やいろ鳥の会が 2006 年に発足してから活動資金の獲得は喫緊の課題でした。助成して

くれそうな団体にプレゼンに行く事が常態化していました。安定した活動資金が無けれ

ば学習会にしろ、行事計画にしろ、その都度その都度の様相で長期計画も立たない状態

でした。

やいろ鳥の会が安定した活動をするためには行政から継続した支援を受ける必要が

ありました。そのためには行政は何を考えどういうルールで動いているのかを知る必要

がありました。行政に提出する文章の書き方やどの案件は何時何処の課に提出すれば良

いのかについても教えて貰いました。行政はトップダウンで動くという事を教わってか

らは知事と面会するためのロビー活動もしました。それによってやいろ鳥の会の担当は

福祉部が担当することになりました。

担当課が決まってからは、行政にひきこもりの事や家族会の事を知ってもらうために

月例通信はじめ色々な情報を開示してきました。そうすることにより行政からタイム

リーな提案を頂けるようになりました。

最初は家族サロンを開催してみてはどうかという提案でした。精神保健福祉センター

で部屋をお借りして毎週家族サロンを開催して、参加する親はセンターでの面談とも掛

け持ちができるようになり、センターからは相談に来た親をサロンに連れてきて貰える

ようになりサロンの参加者はどんどん増えて年間 450 人くらいに達しました。その陰に

は聴く技術をもった山﨑瑞子さんという方の支援が大きかったと思います。やいろ鳥の

会では、支援してくれる人は積極的に受け容れてきました。

二回目は 9 年前に居場所の開設を提案して貰ったことでした。開設に 200 万円、運営

費に年間 200 万円頂き試行錯誤の末にといろができました。3 年後運営費が打ち切られ

る時にも担当課は厚労省に掛け合って、自殺対策で年間 200 万円の補助金枠を獲得して

くれました。これが無かったら居場所を続けることは難しかったと思います。

居場所を軸に当事者と親が集いお互いの違いを認め活動を続けてきて、やいろ鳥の会

の陣容を拡充してきました。

三回目は 2019 年に相談業務の充実のためにひきこもりの経験者や親によるピアの相

談センターを開設してはという提案でした。初めてのことなので開設まで紆余曲折しま

したが行政の手厚い支援のおかげで 2020 年高知市の中央部分に「高知ひきこもりピア

サポートセンター」が開設され、居場所もその隣に開設されました。開設には有休の県
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有財産を活用して申し分ない環境の中で活動できるようになりました。

やいろ鳥の会ではひきこもりの問題を会に参加している約 100 家族の問題だとは思っ

ていません。県福祉部の推計値で県下には約 6000 人のひきこもりの人がいると推定され

ます。それぞれが自分に合った形で社会参加していくためにはどうすれば良いのかにつ

いていつも心の中に留め置いています。

もう一つ大事な事は、官民連携するときにもそうですが、ひきこもりは本人と家族の

問題ではなく、社会的な問題だという立ち位置です。本人や子育ての問題だと捉えると

ひきこもりの子供がいることを隠したくなったり情報の開示に消極的になったり多くの

機関との連携に二の足を踏んだりと言うことが起こりはしないかということです。マス

コミの取材にも顔を出して堂々としていられるかは意外と重要なポイントかもしれませ

ん。「親として腹がくくれているか」というのは初代奥山代表がよく言っていたことで

す。

2. どうしてひきこもりの経験者をひきこもり支援に位置づけた
のか。

居場所を開設してから当事者との距離が近くなりその能力や感性の素晴らしさに感

動する事が多くなり、これをひきこもり支援に活用できないだろうかと考えるようにな

りました。本人が元気になって出て来られるようになったら自分の経験を誰かの役に立

てたいという思いは自然なものとしてあったように思います。しかし、元気になればな

るほど自分の生活をどうにかするようになります。元気になればなるほど支援の現場に

は留まれないという現実に直面していました。

これを突破するには、ピアサポーターが支援に従事すれば日当が支払われる必要があ

りました。ではどうすれば予算がつくのかは全く分かりませんでした。

2019 年担当課からひきこもりの相談業務の充実という事で業務委託の提案がありま

したが具体的には何も決まっていませんでした。そこから担当課とどうしたら良いのか

について協議が始まりました。その中で、ひきこもりの当事者がひきこもり支援の場で

活躍できる道筋が見えてきました。当事者でなければできない支援のあり方を具体化す

ることになりました。

ひきこもりの経験者は自分の経験が人のために役立つのなら役だてたいという思いを

持っています。人の役に立てることで本人自身が元気になり、支援された当事者も元気

になり、居場所に来てさらに元気になり、やがてピアサポーターへの道を歩き始めます。

こうしてひきこもり支援の拡大再生産の道が見えてきます。たくさんのひきこもりの人

に寄り添う支援を届けるためには支援する側も数が必要です。
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3. ひきこもりの経験者を支援の場で活用するための課題

ピアサポーターとしてひきこもり支援に参加する場合、いろいろな事に出会います。

その時にバックアップしてくれる人たちが必要になります。問題を抱え込んでしんどく

なる場合もあるでしょうし、技術的にどうしていいのか分からないという場合も出てき

ます。そんな時にスーパーバイズしてくれる人たちの存在が必要になります。

或いは訪問支援や相談の問題に対処する方法とか、守秘義務の問題などについて勉強

しなくてはなりません。そういう事に精通した人たちが精神保健福祉センターにはたく

さんいますので、手取り足取り勉強させてくれることは大変ありがたいです。センター

の職員さん方にとってもピアサポーターを育てるために勤務の一環としてわざわざひき

こもりピアサポートセンターに来てスーパーバイズしてくれるのは実にありがたいこと

です。

人的なつながりが出来ていくようにひきこもり支援に取組むという視点もあって良い

のではないかと思います。官民連携とは信頼関係の構築であり人的な繋がりの構築とい

う面もあると思います。参加する人がその場で出来ることをするという当たり前の事を
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高知ひきこもりピアサポートセンターの詳細はホームページに掲載

https://kochi-piacen.org/

【参考】ピアサポートセンターの座談会

ピアサポーターが活動の中で感じたこと、困った事などを精神保健福祉センターの相談員た

ちに車座になって質問して、いろいろと教えてもらう取り組み。2－3 か月に 1 回開催してる。毎

回精神保健福祉センターの職員が 3－4 名と県の担当課職員 1 名とピアサポーターが

4－6 名参加している。一種のケース検討会議も兼ねている。
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分科会２） ピアサポーターを活用した支援のあり方

～②ピアサポートのあり方～そもそもピアってなんだろう？～

【コーディネーター】

下田亮太（つきゆび）(高知県やいろ鳥の会）

【ピアサポーター】

加藤和江（楽の会リーラ 家族）

登坂真代（横浜ばらの会）

日花睦子（大阪虹の会 家族）

馬場貴裕（津山きびの会）

【分科会の流れ】

① 上記 5名による座談会

～テーマ～「家族会とピアサポート」～「ピアサポートってなんだろう？」～「それ

ぞれの経験の話し」など

② 参加者の皆さんにとってのピアサポートって？

チャット等を使用して参加者の皆様にも思いを発してもらえる場を作りたいと考
えています。
※カメラオフ、マイクオフの参加も大歓迎です。お気軽にご参加ください。

【分科会紹介】

今回登壇する 5 人のメンバーは立場も活動地域も経験もそれぞれ違います。そんな

5 人が「今回の場が色々な方にとってピアを感じられる場になったらいいなぁ」と思い

ながら準備を進めてきました。ぜひ 5 人の自己紹介と分科会への思いに目を通して

みてください。分科会で皆様とご一緒出来ることを楽しみにしています。

＜自己紹介＞

下田亮太（つきゆび）【コーディネーター】
「KHJ高知県やいろ鳥の会」

人生につきゆびしました。中２で不登校になりその後ひきこもりを経験。

一年遅れで定時制高校、夜間の短大へ進むも、また断続的にひきこも

りを繰り返すようになる。現在は私なりに「人」と繋がりながら生きるこ

とを模索中。「生きてて良かった」「生きていてもいいんだな」をつなぎ

合わせて生きてます。「その気になれば誰でもピア」

〈分科会への思い〉

「ひきこもることでしか自分の人生の主導権を握ることが出来なかった」「子どもが辛い時に

寄り添えなかった」「家族がひきこもっているがどのように関わればいいのか分からず無力感

を感じる」など、家族会には色々な思いを抱えた方が集まってきます。辛く苦しい経験を元に
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人生につきゆびしました。中２で不登校になりその後ひきこもりを経験。

一年遅れで定時制高校、夜間の短大へ進むも、また断続的にひきこも

りを繰り返すようになる。現在は私なりに「人」と繋がりながら生きるこ

とを模索中。「生きてて良かった」「生きていてもいいんだな」をつなぎ

合わせて生きてます。「その気になれば誰でもピア」

〈分科会への思い〉
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人と繋がるということは時に痛みを伴いますが、時にそれは誰かを癒やしたり、時に自分が癒

やされていることに気付いて涙したり、ただただ一緒に居ることで魂が重く感じられるような

安心感を得られたり、苦しみや悲しさの中にも希望があることを見つけられたりすることがあ

ります。それは、当事者や家族、ときには支援者といった立場を超えて、今を生きるひとりの

人として相互に作用するものだと私は強く信じています。

今回、分科会のコーディネーターとして、私の特別なピアである、ひばなさん、加藤さん、登坂

さん、ばばちゃんをお招きして、「家族会とピアサポート」「ピアサポートって何だろう？」といっ

たことについてお話しをさせてもらったり、ご参加いただく皆さんにもチャットなどを使って相

互に交流が出来たらと思っています。

この機会に改めてピアサポートについて立場や垣根を超えて一緒に考え、見つめ直してみま

せんか？どうぞお気軽にご参加くださいませ。

＜自己紹介＞

登坂真代
「KHJ横浜ばらの会」

「手作りおやつ工房とさか」

「ひきこもったまま生きよう」と工房を始め、自

分が元気でいることが人のためになると納得

する。苦しみを経験したピアだからこその視点

で、「ひとりじゃないよ」「生きてていいんだって

私もやっと思えるようになったんだよ」と生きづ

らさに寄り添っていけたらと活動しています。

〈分科会への思い〉

インクルーシブな社会を考える時、家族会の役割って何だろうと思うんです。私は

KHJ ピアサポーター養成研修を受け、本音で話せる仲間ができました。それぞれの

地域で仲間が活動していると思うと、「ひとりじゃないんだ」と離れていても心強く感

じます。家族会で学んだことやひきこもり当事者の居場所が、家族会内だけになって

しまわないように。家族会で元気になったピアサポーターが、多様な人と出会う中で

ひきこもり理解が社会全体に広がり、誰もが生きやすい社会になったらと思います。

疲れたり落ち込んだりした時、「話を聞いてもらえる」「自分も誰かの元気につながっ

ている」と感じられる場がピアサポートの場かなと思います。今大会を通じて出会う皆

さんとも、ともに支え合える「ピア」になれたら嬉しいです。

〈プロフィール〉

ばばちゃん
(津山きびの会理事兼ピアサポーター.前ＫＨＪ支部長)

人生で 4度、通算で 10年以上のひきこもり歴を持つ。

第二次ベビーブーム世代でバブル崩壊後にフリーターと

して就職。40 歳を超えてのひきこもり期に心療内科を通じて、福祉関係の居場所に

繋がる。居場所は精神障がい者が主で、発達障がい者としては馴染み難かったが、

知り合った友人の『ばばちゃんにとっての苦しみ』という個性の受け止めの言葉と、ひ

きこもり大学の概念から、ひきこもりは希少経験だからこそ社会的に大きな価値があ

る事を知り、自分の過去と個性を肯定的に受け止めはじめリカバリーが加速する。現

在は福祉職に就く一方で、『個性を尊重される事が人のリカバリー(元気の回復)に繋

がる』という考えでピアサポートとＷＲＡＰ(元気回復行動プラン)の活動に力を入れて

いる。

〈分科会について〉

日本でもピアサポートという概念が広まりつつありますが、KHJ という当事者と家

族が混在出来る団体ならではの、立場を問わないで一人の人として交わされる個性

と苦しみの受け止めについて意見交換できたらと思っています。

＜自己紹介＞

加藤和江
「東京都 楽の会リーラ」

10～30 代は生きづらさを抱えながら目立たないように生きて

いた。

40代になると、息子達が不登校・ひきこもりになり、自信喪失、

絶望、不安でもがき苦しみながらも、多くの仲間との出会いと

多くの気づきがあった。そして今、新たなことにチャレンジしな

がら人生を楽しんでいます。

〈分科会への思い〉

家族会はピアサポートの場、同様な経験をした仲間がいる、そのままの存在を認めて

くれる、そばにいてくれる、話を聴いてくれる、それだけで安心する。

ひとりひとりの貴重な経験は誰かの支えになっている。私も仲間に支えられているこ

の場所で、ピアサポート活動を続けています。
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＜自己紹介＞

ひばなちかこ(日花睦子)
「ＮＰＯ法人大阪虹の会、泉州ひきこもり家族会コモド」(母)

おしゃべりが好き過ぎて、それを活かして口報担当しています、と名乗

れるようになるまで紆余曲折ありました。子のひきこもりに悩んでいる

つもりが、実は自分自身の問題だと気づき、肩肘張っていた鎧を脱い

だ生き方を探すことに。いろんな人といろんな形でつながりながら、自

分のやりたいことを楽しむのが活動の軸。

＜分科会の紹介＞

５人の登壇メンバー。それぞれが全く異なる場と立ち位置で活動しています。オンラインな

ればこその幾度かの出会いの中で、互いに、信頼や尊敬も、苦手や困難も、素直に伝え合え

る関係が心地よい「ピア」です。

その５人が、準備会を重ねながら、こんなつながりも「有り」だと、新たな人間関係の可能性

を広げられました。

その中で、あっ、そうなのか、肯定する、というのは、自分のことも相手のことも、その置か

れている環境や地域性、立場なども全てひっくるめて、そこで「生きている」ことに拍手するこ

となんだ、「ピア」の活動ってそんな安心と安全を提供し、みんなの心地よさをつくりだしてい

くことなのだ、と気づいていきました。

この分科会では、個々それぞれの「ピアサポーター」としての経験についてお話ししながら、

参加されたみなさんといっしょに、それらの気づきを更に深め、共有していきたいと思ってい

ます。

◇わたしにとって、生きたいという活力

源は、家族会活動です。

家族会では、

たくさんのであいの中で

思いを共有して分かち合い

新たな気づきにまなび合い

少しずつつながり

不安や悩みを支え合い

互いに励まし合い

もらった元気を

誰かに届けていけば

また新しいであいを広げる

その循環が、わたしの「やりたい」と「楽しい」の原動力です。

わたしにとって、これがピアサポートなんだなぁと思います。

第3分科会では、ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会が年4回出版してい

る一般向け情報誌『たびだち』第100号記念号（2022年冬発行予定）のオープ

ン企画会議を行います。『たびだち』では、毎号、全国のひきこもり当事者や家

族がオンラインでハイブリッド編集会議に参加し、表紙から写真、デザイン、

記事、投稿作品など、皆の意見を生かした誌面づくりに励んでいます。日頃、

家庭の中で僕らが見ている心の風景を「しんどくても1人じゃないよ」という

思いと共に広く社会に届けたい。当事者主体の編集者の進行で、夏号に掲載

された新潟県十日町市の居場所「ねころんだ」とも中継をつないで、誌面がど

のように制作されてきたのかを紹介しつつ、当日の分科会参加者からも企画

案やアイデア、作品なども募っていきたいと思っています。

【コーディネーター】

池上 正樹
(KHJ全国ひきこもり家族会連合会 広報担当理事）

【ファシリテーター】

河内 千春

【「たびだち」スタッフ・ひきこもり経験者 からのメッセージ】

第三分科会

「たびだち」

～本人家族の声を発信・活躍の場を創る～
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＜自己紹介＞
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を広げられました。

その中で、あっ、そうなのか、肯定する、というのは、自分のことも相手のことも、その置か

れている環境や地域性、立場なども全てひっくるめて、そこで「生きている」ことに拍手するこ

となんだ、「ピア」の活動ってそんな安心と安全を提供し、みんなの心地よさをつくりだしてい

くことなのだ、と気づいていきました。

この分科会では、個々それぞれの「ピアサポーター」としての経験についてお話ししながら、

参加されたみなさんといっしょに、それらの気づきを更に深め、共有していきたいと思ってい

ます。

◇わたしにとって、生きたいという活力

源は、家族会活動です。

家族会では、

たくさんのであいの中で

思いを共有して分かち合い

新たな気づきにまなび合い

少しずつつながり

不安や悩みを支え合い

互いに励まし合い

もらった元気を

誰かに届けていけば

また新しいであいを広げる

その循環が、わたしの「やりたい」と「楽しい」の原動力です。

わたしにとって、これがピアサポートなんだなぁと思います。

第3分科会では、ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会が年4回出版してい

る一般向け情報誌『たびだち』第100号記念号（2022年冬発行予定）のオープ

ン企画会議を行います。『たびだち』では、毎号、全国のひきこもり当事者や家

族がオンラインでハイブリッド編集会議に参加し、表紙から写真、デザイン、

記事、投稿作品など、皆の意見を生かした誌面づくりに励んでいます。日頃、

家庭の中で僕らが見ている心の風景を「しんどくても1人じゃないよ」という

思いと共に広く社会に届けたい。当事者主体の編集者の進行で、夏号に掲載

された新潟県十日町市の居場所「ねころんだ」とも中継をつないで、誌面がど

のように制作されてきたのかを紹介しつつ、当日の分科会参加者からも企画

案やアイデア、作品なども募っていきたいと思っています。

【コーディネーター】

池上 正樹
(KHJ全国ひきこもり家族会連合会 広報担当理事）

【ファシリテーター】

河内 千春

【「たびだち」スタッフ・ひきこもり経験者 からのメッセージ】

第三分科会

「たびだち」

～本人家族の声を発信・活躍の場を創る～
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KHJ全国ひきこもり家族会連合会では、年に４回、季刊誌『たびだち』を発行しています。この雑誌から
は、ひきこもり当事者やその家族、行政担当者、著名人といった様々な人の声が発せられています。また

全国各地の居場所運営などの活動紹介、時事問題の解説といった情報提供型の記事も掲載されていま

す。

どの記事をとっても、著者や取材対象者の真剣さや本音が伝わってきて、「なんとなく」や「ごまかし」のよ

うな軽さは感じられません。ですから、『たびだち』は胸を張って「ひきこもりについての総合誌」であると言え

ます。付け加えて言うなら、ひきこもりを扱った雑誌で、このような「総合誌」という形態の雑誌は日本でも唯

一でしょう。

総合誌を発行することは大変です。様々な角度からの記事を用意する必要がありますから。逆にいうと、

『たびだち』は書きたい記事を書くための土台をしっかり用意しているからこそ、総合誌であり続けてきたの

です。あなたや彼や彼女の、多様な「書きたい」「表現したい」を「記事」の形にするために、これまでにたび

だち編集部は多くの人をサポートしてきました。

そしてたびだち編集部は、ひきこもり当事者・経験者、家族会関係者などが中心になって構成されていま

す（編集長・池上正樹（ジャーナリスト））。

たびだち編集部が最も大事にしていることの１つに、商業的な視点を優先することなく、当事者目線を忘

れない編集を心がけること、があります。たびだちはツイッターなどを用いて webでも記事紹介をしていま
すが、そうしたもののデータを見ていると、どのような記事が「よく読まれる記事」か分かることもあります。し

かし、たびだち編集部ではそのような記事だけを増やそうという方針はとりません。

『たびだち』は、『たびだち』を読んだ人が、心が楽になる気づきや、どのような生き方をしていったらよい

かという気づきを得てほしいと願って作られています。そのため、決して１つの考え方や似通った記事を載

せるのではなく、「記事が多様であること」も重要であるという考えに立っています。そこに優劣はありませ

ん。「多様な表現があること」、これこそが『たびだち』を支える重要な柱の１つなのです。

そんな『たびだち』で、あなたも自分を表現してみませんか。

この第３分科会では、あなたのアイディアや考えを自由にお話してみてください。それは「記事」だけでなく、

『たびだち』の特集や、あなたの自由な創作物のお話でも構いません。私たち運営は、誰も否定することの

ない、安心して自分を出せる場を作ることに努めますから、どうか安心してお話してください。

またアイディアや考えがなくても、まとまっていなくても大丈夫です。他者の話を聴いているだけでも得るも

のがあることは多いですし、ラジオ感覚で聴いていただいても全く OKです。
第３分科会当日、多様なアイディアや表現に出会い、それらが次の『たびだち』を形作るのを楽しみにして

います。
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KHJ全国ひきこもり家族会連合会では、年に４回、季刊誌『たびだち』を発行しています。この雑誌から
は、ひきこもり当事者やその家族、行政担当者、著名人といった様々な人の声が発せられています。また

全国各地の居場所運営などの活動紹介、時事問題の解説といった情報提供型の記事も掲載されていま

す。

どの記事をとっても、著者や取材対象者の真剣さや本音が伝わってきて、「なんとなく」や「ごまかし」のよ

うな軽さは感じられません。ですから、『たびだち』は胸を張って「ひきこもりについての総合誌」であると言え

ます。付け加えて言うなら、ひきこもりを扱った雑誌で、このような「総合誌」という形態の雑誌は日本でも唯

一でしょう。

総合誌を発行することは大変です。様々な角度からの記事を用意する必要がありますから。逆にいうと、

『たびだち』は書きたい記事を書くための土台をしっかり用意しているからこそ、総合誌であり続けてきたの

です。あなたや彼や彼女の、多様な「書きたい」「表現したい」を「記事」の形にするために、これまでにたび

だち編集部は多くの人をサポートしてきました。

そしてたびだち編集部は、ひきこもり当事者・経験者、家族会関係者などが中心になって構成されていま

す（編集長・池上正樹（ジャーナリスト））。

たびだち編集部が最も大事にしていることの１つに、商業的な視点を優先することなく、当事者目線を忘

れない編集を心がけること、があります。たびだちはツイッターなどを用いて webでも記事紹介をしていま
すが、そうしたもののデータを見ていると、どのような記事が「よく読まれる記事」か分かることもあります。し

かし、たびだち編集部ではそのような記事だけを増やそうという方針はとりません。

『たびだち』は、『たびだち』を読んだ人が、心が楽になる気づきや、どのような生き方をしていったらよい

かという気づきを得てほしいと願って作られています。そのため、決して１つの考え方や似通った記事を載

せるのではなく、「記事が多様であること」も重要であるという考えに立っています。そこに優劣はありませ

ん。「多様な表現があること」、これこそが『たびだち』を支える重要な柱の１つなのです。

そんな『たびだち』で、あなたも自分を表現してみませんか。

この第３分科会では、あなたのアイディアや考えを自由にお話してみてください。それは「記事」だけでなく、

『たびだち』の特集や、あなたの自由な創作物のお話でも構いません。私たち運営は、誰も否定することの

ない、安心して自分を出せる場を作ることに努めますから、どうか安心してお話してください。

またアイディアや考えがなくても、まとまっていなくても大丈夫です。他者の話を聴いているだけでも得るも

のがあることは多いですし、ラジオ感覚で聴いていただいても全く OKです。
第３分科会当日、多様なアイディアや表現に出会い、それらが次の『たびだち』を形作るのを楽しみにして

います。

ひきこもり経験者と家族による座談会

家族の孤独・孤立
子どもたちの目にはどう映ってた？

巻
頭
特
集

KHJ たびだち  98

- たびだち 98 号より -

183



新
舛

私
の
ひ
き
こ
も
り
経
験
を
通
じ
て
い

ち
ば
ん
思
う
の
は
、
親
自
身
が
自
分
た
ち
の

子
育
て
を
間
違
え
た
と
感
じ
て
い
て
、「
ひ

き
こ
も
り
は
社
会
の
問
題
で
な
く
、
家
族
の

問
題
」
な
ん
だ
と
、
親
が
自
分
自
身
を
責
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
自
分
が
動
け
な
い
の
で
、
親
に
い
ろ
ん

な
講
演
会
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

そ
の
た
び
に
「
得
る
も
の
が
な
か
っ
た
」
っ

て
、
親
が
す
ご
く
落
ち
込
ん
で
帰
っ
て
来
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
親
も
私
も
、
孤
立
は

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
孤
立
感
が
あ
り

ま
し
た
。
み
ん
な
と
一
緒
に
い
て
も
、
ど
こ

か
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
支
援
機
関
に
つ
な

が
っ
て
も
特
性
に
合
わ
ず
、
ダ
メ
だ
っ
た
と

い
う
失
望
感
し
か
な
い
。
当
事
者
が
講
演
会

で
、「
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
正
社
員
に
な
り

ま
し
た
」
と〝
成
功
体
験
〞を
報
告
さ
れ
て
も
、

「
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
困
っ
て
い
る
の
に
」

と
感
じ
る
の
で
す
。

現
在
、
私
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
好
き
な

講
演
や
執
筆
を
行
っ
て
い
ま
す
。
親
御
さ
ん

が
、
失
望
感
や
孤
立
を
深
め
な
い
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
親
と
か
子
ど
も

の
こ
と
に
な
る
と
、
期
待
感
が
高
く
て
衝
突

し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
他

人
の
子
供
で
あ
る
私
と
い
う
斜
め
の
関
係
だ

か
ら
こ
そ
、
親
御
さ
ん
も
当
事
者
で
あ
る
私

の
声
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
ん
で
す
。
好
き
な
活
動
を
応
援
し
て

く
れ
る
支
援
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

chopper

正
社
員
を
目
指
せ
な
い
人
も
多

い
わ
け
で
す
し
、
労
働
環
境
に
問
題
が
あ
る

た
め
就
職
で
き
ず
、
う
つ
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
家
族
の
問
題
な
の
で
し
ょ

う
か
？
ど
こ
ま
で
が
家
族
の
責
任
な
の
か

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

小
石

母
が
す
ご
い
生
真
面
目
な
人
だ
っ
た

の
で
、
１
人
で
抱
え
込
ん
で
苦
し
ん
で
い

ま
し
た
。
自
分
の
子
育
て
が
う
ま
く
行
か
な

か
っ
た
現
実
に
も
、
な
か
な
か
向
き
合
え
な

か
っ
た
。
し
か
も
日
本
に
は
、
家
族
の
こ
と

は
家
族
で
や
れ
み
た
い
な
風
潮
が
あ
る
か
ら
、

母
は
、
実
家
の
業
務
ば
か
り
尽
く
し
た
人
で

し
た
。

母
は
本
当
に
一
生
懸
命
私
を
育
て
て
く
れ

た
の
で
、
う
ま
く
行
か
な
い
部
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
か
っ

た
み
た
い
で
す
。
で
も
私
に
は
「
子
育
て
が

楽
し
み
だ
っ
た
」
と
も
言
っ
て
く
れ
て
、
母

が
愛
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い

た
ん
で
す
。

り
か

自
分
に
厳
し
い
人
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
を
責
め
て
し
ま
う
。

小
石

い
つ
も
姿
勢
が
ピ
シ
ッ
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
母
が
、
あ
る
日
、
私
が
入
院

し
て
い
る
病
院
に
や
っ
て
来
て
大
泣
き
し
た

ん
で
す
よ
ね
。
母
が
小
さ
な
女
の
子
に
見
え

た
ん
で
す
よ
。
あ
あ
、
母
も
普
通
の
人
だ
っ

た
ん
だ
な
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
そ

の
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
気
づ
い
た
ん
で
す
。

そ
の
と
き
が
私
た
ち
親
子
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
逆
に
、
私
は

母
の
愚
痴
を
す
ご
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。
あ
あ
、
今
ま
で
こ
ん
な
に
溜
め
込
ん

で
い
た
の
か
と
い
う
思
い
を
し
み
じ
み
と
感

じ
て
い
ま
す
。
母
は
無
趣
味
な
人
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
最
近
は
一
緒
に
映
画
を
見
た
り
、

世
間
話
が
で
き
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
は
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て
の
話

も
面
と
向
か
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

お
互
い
に
成
長
し
た
か
な
と
感
じ
ま
す
。

chopper

気
持
ち
を
出
せ
な
い
こ
と
ほ
ど
、

辛
い
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

登
坂

自
分
が
大
人
に
な
っ
て
、
親
が
す
ご

く
孤
立
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

し
っ
か
り
子
育
て
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

か
、
人
様
に
迷
惑
か
け
な
い
と
い
う
責
任
感
、

親
も
周
り
に
頼
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
感
じ
て

い
た
親
自
身
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
の
か
な
っ

て
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
な
の
か
、
自
分
の
場

合
は
、
親
に
ビ
ク
ビ
ク
す
る
よ
う
な
、
怖
く

て
寂
し
い
幼
少
期
で
し
た
。

「
自
己
責
任
」
と
か
「
親
の
育
て
方
が
悪

い
」
な
ど
と
言
う
人
っ
て
、「
俺
た
ち
も
我

慢
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
お
前
ら
も
我
慢
し

ろ
よ
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
と
お
も
う
。

そ
し
て
子
育
て
す
る
人
（
親
）
も
、
真
面
目

な
人
ほ
ど
ひ
と
り
で
抱
え
て
我
慢
し
て
し
ま

う
。
で
も
ほ
ん
と
う
は
「
困
っ
て
い
る
」
と

勇
気
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
、
少
し
周
り
に
視
野
を
広

げ
て
助
け
合
え
る
社
会
、
身
近
に
困
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
合
え
る
社
会
に
な

る
と
、
本
当
に
み
ん
な
が
生
き
や
す
く
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

も
し
家
族
会
と
か
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者

の
周
り
に
い
る
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
、

負
の
流
れ
と
逆
の
流
れ
に
持
っ
て
行
こ
う
と

動
い
た
ら
、
け
っ
こ
う
簡
単
に
、
社
会
は
生

き
や
す
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
私
は
希
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ひきこもりの家庭…特に８０５０状態では、本人のひきこもり状態に加え

て、親の要介護や生活困窮といった様々な課題が複雑に絡むことが多々ありま

す。兄弟姉妹にとっては自分の家庭のことや仕事のことと合わせて本人とどう

関わっていくか、加えて高齢の親との関係性など複合的な悩みを有していて、

その悩みを誰にも話せない方も少なくありません。

今回の分科会では「兄弟姉妹の会」の意義と必要性について、会の担当者と兄

弟姉妹の立場からシンポジウム形式で発表を行います。同じ兄弟姉妹の分かち

合いの効果、８０５０、社会資源の活用、遠隔地の本人との関係など、兄弟姉妹

の立場から本人や家族との関わり方を共に考える機会になれば幸いです。

【コメンテーター】

高和 正純
（KHJはぁとぴあ家族会 理事長）

【コーディネーター】

深谷 守貞
（KHJ本部ソーシャルワーカー）

第四分科会

8050等の諸課題と兄弟姉妹の会の意義
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15 KHJ 4

KHJ
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ひきこもりの家庭…特に８０５０状態では、本人のひきこもり状態に加え

て、親の要介護や生活困窮といった様々な課題が複雑に絡むことが多々ありま

す。兄弟姉妹にとっては自分の家庭のことや仕事のことと合わせて本人とどう

関わっていくか、加えて高齢の親との関係性など複合的な悩みを有していて、

その悩みを誰にも話せない方も少なくありません。

今回の分科会では「兄弟姉妹の会」の意義と必要性について、会の担当者と兄

弟姉妹の立場からシンポジウム形式で発表を行います。同じ兄弟姉妹の分かち

合いの効果、８０５０、社会資源の活用、遠隔地の本人との関係など、兄弟姉妹

の立場から本人や家族との関わり方を共に考える機会になれば幸いです。

【コメンテーター】

高和 正純
（KHJはぁとぴあ家族会 理事長）

【コーディネーター】

深谷 守貞
（KHJ本部ソーシャルワーカー）

第四分科会

8050等の諸課題と兄弟姉妹の会の意義
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5月19日、自民党の「いわゆる『ひきこもり』の社会参画を考えるＰＴ」は、と

りまとめた第一次提言を菅総理に手交した。社会全体で取り組むべき課題とし

て、自治体等がひきこもり支援に取り組みやすい環境整備を加速化するととも

に、全国実態調査を実施することや、省庁連絡会議の設置を求めていく。ひきこ

もり政策そのものを推進するための基本法の制定を進めていく。この基本法に

ついて当会の検討状況について説明し、当該提言に関わられた田畑裕明衆議院

議員（自民党）と意見交換を行う。

【ゲスト】

田畑 裕明
（自民党　衆議院議員）

【コーディネーター】

藤岡 清人
（広島もみじの会代表）

【コメンテーター】

伊藤 正俊
（KHJ全国ひきこもり家族会連合会 理事長）

第五分科会

ひきこもり基本法の検討と推進について
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27

小中学生の不登校やうつ、子どもの自殺が増えています。また、「大人のひきこも

り」に至った人たちの背景には、いじめや暴力など学校時代の恐怖体験の後遺症に

今でも苦しみ続けている事例が少なくありません。

子どもたちにとって安心できない学校環境が放置されれば、親に心配かけまいと

1人で頑張ろうとした子ほど追いつめられて命を失う事態にもつながります。しか

し、学校内で起こっている問題は、なかなか外部には見えてきません。

一方、この夏に放送されたNHK土曜ドラマ『ひきこもり先生』では、そんな学校内

で起こる不登校やいじめ、虐待などのリアルな問題が取り上げられました。「生きよ

う」「学校なんか行かなくてもいいんだ」「まずは大人が幸せになってよ」などのセリ

フは心に残るメッセ―ジとして、ドラマのどの回からも励ましと勇気をもらったと

いう声が届いています。

そこで、今年度の全国大会は特別企画として、後の「大人のひきこもり」にも起因

する「いじめと学校」をテーマに、子どもたちをこれ以上傷つけない安心できる学校

環境が構築できるよう、それぞれ当事者の視点から語り合って社会に発信したいと

考えました。

特別ゲストには、「ひきこもり先生」で当事者たちの困りごとに寄り添うスクール

ソーシャルワーカー・藍子先生役を演じられ、ご自身が母親でもある鈴木保奈美さ

んに思いを語ってもらい、皆で考えてもらうきっかけにつながればと思っていま

す。

特別企画「いじめと学校」

特別企画に寄せて　池上正樹
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ひきこもりに詳しい相談員が みなさまに寄り添った
ライフプランニングのお手伝いをします

https://www.osdyorisoi.jp/

一般社団法人OSDよりそいネットワーク

◆◆ＯＳＤサロン◆ （月1回）
11月23日（祝） 14：00～16：00
場所：豊島区東部区民事務所会議室

◆◆「親の◆「親の「親の「親の「親の学習会学習会学習会」 YouTubeで毎月配信！
第６回 反抗期を取り戻し

ひきこもりからの回復につなげる
第７回 回復事例から学ぶこと

03-5980-9009

osdyorisoi2021@gmail.com

◆相談専用ダイヤル

火・木・土曜日 13:00～17:00 

◆相談専用メール

1回30分

➢ 親亡き後への備え
➢ ライフプランの作成
➢ 法律・税務相談
➢ 住まい・不動産に関する相談
➢ 社会参加、就労に関する相談
➢ 生活保護
➢ 子供やご家族の問題に関するご相談
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北海道・東北ブロック

KHJ北海道「はまなす」(北郷 恵美子)
〒064-0824 北海道札幌市中央区北四条西 
26-3-2 ☎ 090-3890-7048(田中 敦)
KHJ青森県「さくらの会」(下山 洋雄)
〒030-0844 青森県青森市桂木 3-25-10 
☎ 090-8613-5561 Fax 017-723-1754
KHJいわて石わりの会(佐々木 善仁)
〒029-2208 岩手県陸前高田市広田町字前花
貝80-21 ☎ 080-1830-9046 
Fax 03-5944-5290(KHJ本部事務局)
KHJ石巻まきっこの会(高橋 優磨)
〒987-0511 宮城県登米市迫町佐沼字江合
1-3-1 ☎ 080-6022-4478 
KHJ秋田ばっけの会（菅原 学）
〒010-0023 秋田県秋田市楢山本町10-19 妹
尾弘方 ☎ 090-9539-2365
NPO法人から・ころセンター (伊藤 正俊)
〒992-0026 山形県米沢市東 2-8-116 
☎ 0238-21-6436 Fax 0238-27-1303
認定NPO法人発達支援研究センター(佐々
木 由佳)
〒990-0035 山形県山形市小荷駄町2-7 ＳＵ
Ｎまち ☎ 023-623-6622 Fax 023-622-7003
KHJ福島県花ももの会 (千葉 桂子)
〒960-8066 福島県福島市矢剣町22-5 NPO法
人ビーンズふくしま内 
☎ 024-563-6255 Fax 024-563-6233

関東ブロック
KHJ鹿行地区家族会(小林 幸弘)
〒311-2116 茨城県鉾田市札822-34
☎ 080-3277-2002 Fax 0291-39-7008
KHJ茨城県ひばりの会(荒井 俊)
〒271-0063 千葉県松戸市北松戸1-1-14ユー
カリハイツ 704号室 
☎ 047-364-7332 Fax 047-362-4065
NPO法人KHJとちぎ「ベリー会」(齋藤 三枝
子)〒320-0032 栃木県宇都宮市昭和2-3-5  
☎&Fax 028-627-6200
KHJ群馬県はるかぜの会(事務局) 
☎ 090-2916-0346
NPO法人KHJ埼玉けやきの会家族会(田口 
ゆりえ)〒331-0805 埼玉県さいたま市北区盆
栽町190-3
☎&Fax 048-651-7353 ☎ 080-3176-6674
NPO法人KHJ千葉県なの花会(藤江 幹子)
〒260-0042 千葉県千葉市中央区椿森1-2-2-
201号室 ☎ 070-2191-4888 Fax 043-294-7629
NPO法人あわの風 南房総ひきこもり家族
会(加藤峰生) 〒294-0045 千葉県館山市北条
1170-3 ☎ 0470-22-1390 ☎090-2335-1338
Fax 0470-22-1390
KHJ東京中央「萌の会」(須賀 啓二)  
〒121-0064 東京都足立区保木間2-8-13須賀
方 Fax 03-3883-2358
グループコスモス(瓜生 武) 
〒145-0066 東京都大田区南雪谷2-11-5（石
尾気付） ☎ 03-3728-4488（石尾）/080-3255-
4161 FAX 03-3728-4488
NPO法人楽の会リーラ(市川 乙允)
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨3-16-12 第二塚
本ビル202号室 ☎&Fax 03-5944-5730
KHJ町田家族会(上野 亨二)  
〒195-0063  東京都町田市野津田町3577-3
☎&Fax  042-810-3553

KHJ神奈川県「虹の会」(安田 賢二)
〒221-0835 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町
2-24-2 12階 ボランティアセンター方 No.②
☎ 080-2107-1171
KHJ横浜ばらの会(滝口 陽子)
〒236-0005 神奈川県横浜市金沢区並木3-7-
1-708号室 ☎ 045-370-9195 ☎ 080-6848-
4642
KHJ山梨県桃の会(篠原 博子) 
〒391-0213 長野県茅野市豊平泉200‐101
☎&Fax 0551-47-4040  ☎ 080-9400-4187(井口)
☎ 080-1282-2576 野武（桃の会・都留地区）
KHJ長野県セイムハート(山田 起由)
〒394-0025 長野県岡谷市大栄町2-4-5
☎ 090-2229-5689

北陸ブロック
KHJ長岡フェニックスの会(大矢 哲裕)
〒940-0082 新潟県長岡市千歳1-3-42ながお
か心のクリニック内 
☎ 0258-38-5001 Fax 0258-38-5002
NPO法人KHJにいがた「秋桜の会」(三膳 克
弥)
〒950-0167 新潟県新潟市江南区五月町1-2-9
☎&Fax 025-382-6912 ☎ 090-8873-4453
KHJはぁとぴあ家族会(高和 洋子)
〒939-0341富山県射水市三ケ2467 2F    
 ☎&Fax 0766-75-3885
とやま大地の会(島田 朋子) 
〒939-8044 富山県富山市太田南町179-8  
☎ 080-3746-2204
KHJ北陸会(所田 澄子)
〒920-0813 石川県金沢市御所町丑57
☎&Fax 076-252-4856
KHJ石川県南加賀支部「いまここ親の会」
(林 昌則)
〒922-0117 石川県加賀市山中温泉上野町リ
98-2 ☎ 070-5633-2667
KHJ福井いっぽの会（題佛 臣一）
〒915-0054 福井県越前市小野谷14-1-11
NPO法人 えちぜん青少年自立援助センター 
☎ 0778-29-3637 ☎ 090-5689-0741 Fax 
0778-42-7237

東海ブロック
KHJ岐阜県「岐阜オレンジの会」(水谷 理恵)
〒453-0016 愛知県名古屋市中村区竹橋町4番
3号 3F  ☎&Fax 052-459-5116
KHJ静岡県「いっぷく会」( 中村 彰男)
〒420-0071静岡県静岡市葵区一番町50 静岡
市番町市民活動センター内☎ 090-6081-0766
NPO法人てくてく(山本 洋見)
〒432-8054 静岡県浜松市南区田尻町208-2 
☎ 053-442-6365 ☎ 090-1416-6224
豊田・大地の会(酒井 信夫)
〒470-1211 愛知県豊田市畝部東町上梅ノ木
12 ☎ 090-8074-4442
KHJ東海NPO法人なでしこの会(田中 義和)
〒467-0825 愛知県名古屋市瑞穂区柳ケ枝町
1-22-7 ☎&Fax 052-882-1119
RITAの会(伊藤 正代)
〒453-0016 愛知県名古屋市中村区竹橋町4番
3号 3F（オレンジの会内）
☎&Fax 052-459-5116
KHJ三重県「みえオレンジの会」(堀部 尚之)
〒513-0801 三重県鈴鹿市神戸6-6-28 
☎ 090-6469-5783

近畿ブロック
NPO法人大阪虹の会(前川 実) 
〒592-0011 大阪府高石市加茂1-13-26
☎&Fax 072-265-2021
KHJ「つばさの会大阪」(城 英敏)
〒573-0027 大阪府枚方市大垣内町1-3-1マイ
ンドビル2F ☎ 090-1674-3398 
特定非営利活動法人 陽だまりの会（松井 勝也）
〒673-0860 兵庫県明石市朝霧東町1-5-13
☎080-5700-8102 FAX078-912-3211
特定非営利活動法人百生一輝（広瀬 祥行）
〒666-0122 兵庫県川西市東多田2-5-19
☎&FAX 072-793-7770
兵庫県宍粟支部ひまわりの家家族会(松本 
むつみ)
〒671-2552 兵庫県宍粟市山崎町段194-1
☎ 0790-65-9205 ☎090-3614-0442
KHJ奈良県わかくさの会(浅野 晴美) 
〒610-0361 京都府京田辺市河原東久保田
3-12-405号室 ☎ 080-9750-3339

中国ブロック
NPO法人KHJ岡山きびの会(事務局)
〒700-0822 岡山県岡山市北区表町1-4-64 上
之町ビル4F Fax 086-273-4681
KHJ広島もみじの会（藤岡 清人）
〒733-0002 広島県広島市西区楠木町1-8-11
（NPO法人CROSS内） ☎ 082-942-3160 Fax 
082-942-3162
KHJ福山「ばらの会」（中村 友紀）
〒720-0031 広島県福山市霞町一丁目8番15号
霞町ビル2階 ☎ 084-971-4658
KHJ山口県「きらら会」（上田 十太）
〒759-4102 山口県長門市西深川2850-3
☎&Fax 0837-22-5495

四国ブロック
KHJ徳島県つばめの会（高橋 浩爾）
〒770-0847徳島県徳島市幸町3-33 徳島イン
マヌエル教会内
☎ 090-1325-2740 ☎&Fax 0883-24-0507
KHJ香川県オリーブの会（事務局）
〒760-0043 香川県高松市今新町4-20
☎ 087-802-2568
KHJ愛媛県こまどりの会（太田 幸伸）
〒790-0045 愛媛県松山市余戸中4-5-43-A102
号室 ☎ 080-3167-2063
KHJ高知県親の会「やいろ鳥」の会（坂本 勲）
〒781-8131 高知県高知市一宮しなね１-14-
10-1 ☎ 090-3184-8109 Fax 088-862-0740

九州・沖縄ブロック
KHJ福岡県「楠の会」（吉村 文恵）
〒815-0034福岡県福岡市南区南大橋1-17-2吉
村方 ☎ 080-6475-3216（事務局）
大分ステップの会（松本 太郎）
〒879-5102 大分県由布市湯布院町川上3604-
14  ☎&Fax 0977-84-4310 ☎ 090-1163-8582
KHJみやざき「楠の会」（植田 美紀子）
〒880-0944 宮崎県宮崎市江南4-9-9 植田方
☎&Fax 0985-53-2666 ☎ 090-9603-8780
KHJ沖縄「てぃんさぐぬ花の会」（國吉 大介）
〒900-0004 沖縄県那覇市銘苅2-3-１ なは市
民活動支援センター内 ☎ 070-5277-2036

当事者オンライン支部
居場所～特性を生かす道～（佐藤 尚美) 
〒870-0021 大分県大分市府内町3丁目7-39 
大分市市民活動・消費生活センター（ライフパ
ル）内 ☎ 070-8556-3794
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HPで冊子版、ダウンロード版も購入できます！

本人・家族の生の声を発信！
定価 : ５００円（年間購読承り中）

https://khj.thebase.in/

で検索！

KHJ ひきこもり

「たびだち」
KHJジャーナル

撮影 蕪木佳子撮影 : 蕪木 佳子撮影 蕪木佳子

Starting Over
定価：５００円

たびだち
KHJジャーナル

Kazoku Hikikomori Japan
夏 季 号

2021年

家族会だからできることがある

編 集 人

編 集

デザイン
発 行 人
発 行

池上 正樹
上田 理香　永由 道洋　村田 くみ　塙 文仁
佐藤 恵子　高橋 安芸子
佐藤 祐一
伊藤 正俊
特定非営利活動法人
KHJ全国ひきこもり家族会連合会
東京都豊島区巣鴨3-16-12-301
電話03-5944-5250

たびだち 2021年夏季号（通巻98号）
 2021年 9月5日発行
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次号発行（秋号）は、11月末を予定しておりましたが、KHJ全国

大会の特集と合わせまして、99号（秋号）と100号（冬号）の全

国大会合併号「特集：すべての人が生きやすい社会とは」（A4

カラー 80ページ 定価1,000円 2022年1月10日発行予定）

で発刊いたします。乞うご期待！

「第 15 回 KHJ 全国大会 ( オンライン大会 )」
～ KHJ 全国ひきこもり家族会連合会・実践交流研修会～大会資料集

発行者：特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会

〒170-0002東京都豊島区巣鴨3-16-12-301
KHJ全国ひきこもり家族会連合会 本部事務局
TEL：03-5944-5250 FAX：03-5944-5290
info@khj-h.com https://www.khj-h.com/

※本大会は、 令和 3 年度 厚生労働省 民間団体活動助成事業「ひきこもりの理解促進と    
   支援体制の充実・活性化のための人材育成に関する事業」の助成を受けて開催されます
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※本大会は、 令和3年度 厚生労働省 民間団体活動助成事業
「ひきこもりの理解促進と支援体制の充実・活性化のための人

材育成に関する事業」の助成を受けて開催されます。

※

【主　催】
特定非営利活動法人KHJ全国ひきこもり家族会連合会

第15回オンライン大会実行委員会

【後　援】
 内閣府政策統括官（政策調整担当）／全国社会福祉協議会／日本臨床心理士会 

日本地域福祉研究所／一般社団法人生活困窮者自立支援全国ネットワーク／東京都
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